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学位論文内容の要旨 
 
  
 本研究は、幼児の起床時刻、就寝時刻、睡眠時間、身体活動などの生活習慣が分泌型免疫グ
ロブリンA（以下s-IgA）の日内変動に及ぼす影響について検討した。 
保護者の承諾を得た4，5歳の幼児44名に対し、生活習慣に関する質問紙調査、歩数及び心
拍数測定、唾液採取によるs-IgA測定を実施した。唾液採取は、就寝時、起床時、登園時、
昼食前、昼食後、降園時の1日6回、実施した。安定したs-IgA値を求めるため、s-IgA/総蛋
白質（以下s-IgA/T.P.）を算出した。s-IgA/T.P.と心拍数、歩数、起床時刻、就寝時刻、睡
眠時間の関係はピアソンの積率相関係数より検討した。 
その結果、以下のことが明らかとなった。 
1)幼児のs-IgA/T.P.は、他の測定値より起床時が高い。 
2)身体活動量が多い幼児は、就寝時及び起床時のs-IgA/T.P.が高い。 
3)就寝時間が早い幼児と、睡眠時間が長い幼児は起床時のs-IgA/T.P.が高い。 
 以上より、幼児の就寝時刻、睡眠時間、身体活動などの生活習慣は、s-IgAの日内変動に
影響を及ぼすことが明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
論文審査結果の要旨 
 
 本論文は、幼児の生活習慣（起床時間と就寝時間，歩数と心拍数，睡眠時間）が分泌型免
疫グロブリンAの日内変動（６時点：就寝時，起床時，登園時，昼食前，昼食後，降園時）
に及ぼす影響を探求した仮説検証型研究デザインによる研究論文である。本論文は分泌型免
疫グロブリンAという生理学的指標を主要変数とし、認知発達が途上にある幼児の唾液を１
日６回２日間採取するという調査方法は希少で貴重なデータであり、幼児期の生活習慣の形
成はその後の成長発達や健康に関するセルフケアの獲得に影響することから重要なテーマで
ある。論文審査会においては、古い年代のレビューが多い事，英語論文のレビューが少ない
事，本研究の明確な意図や仮説が不明瞭である事，さらに本研究の新規性や研究成果の活用
法について等の多くの質問がなされた。その中で明確な回答が得られなかった項目について
は後日、質問文への回答を依頼して、得られた回答について審査員で再度検討を行った。そ
の結果、研究における概念の整理や結果の応用と課題への言及については更なる研鑽が必要
であるものの、それらは今後更なる関連研究の遂行と成果の積み重ねにより言語化されるこ
とで、関連領域の知の発展に貢献していくことが期待される。以上、課題を含みつつも本論文
は博士学位論文の最終試験に合格したと判断した。 
 
